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ご
購
読
は

こ
ち
ら
か
ら

令
和
4
年
比
叡
山
か
ら

発
信
す
る
言
葉

す
べ
て
の
行
い
は
大
悲
か
ら

比
叡
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出
仕
す
る
僧
侶
そ
れ
ぞ
れ
に
割
り
当
て
読

誦
す
る
も
の
で
あ
る
。

そ
し
て
十
五
日
は
涅
槃
会
、
大
講
堂
で

涅
槃
図
を
掲
げ
、
涅
槃
講
式
の
法
要
を
勤

め
る
。
講
式
の
文
章
は
三
段
に
分
か
れ
て

お
り
、
釈
尊
の
入
滅
さ
れ
た
あ
り
さ
ま
を

偲
び
、
釈
尊
へ
の
恋
慕
渇
仰
の
想
い
を
述

べ
、
法
会
を
勤
め
て
釈
尊
の
加
護
を
祈
る

と
い
う
趣
旨
が
記
さ
れ
て
お
り
、
法
要
で

は
こ
れ
に
節
を
付
け
朗
詠
し
て
い
る
。

釈
尊
は
遺
言
で
「
自
灯
明
、
法
灯
明
」

と
示
さ
れ
た
と
い
う
。
釈
尊
が
涅
槃
の
後

は
、代
わ
り
の
誰
か
に
頼
る
の
で
は
な
く
、

自
分
自
身
で
考
え
、
釈
尊
の
説
い
た
教
え

を
頼
り
と
し
な
さ
い
。
進
む
べ
き
道
を
照

ら
す
灯
り
と
し
な
さ
い
と
云
う
も
の
で
あ

る
。毎

年
恒
例
の
法
要
を
勤
め
、
そ
の
変
わ

ら
ぬ
意
義
を
思
い
な
が
ら
、
コ
ロ
ナ
禍
の

昨
今
に
特
別
な
思
い
も
募
っ
て
く
る
。

こ
れ
か
ら
の
一
年
は
是
非
と
も
良
き
年まみ

に
と
「
立
春
大
吉
祥
」
を
祈
り
、
仏
に
見

え
る
こ
と
の
出
来
な
い
無
仏
の
時
代
に
生

ま
れ
た
我
々
だ
け
れ
ど
も
、
幸
い
に
仏
の

み
教
え
に
遇
う
こ
と
が
で
き
た
。
そ
の
教

え
を
自
ら
学
び
実
践
し
て
進
ん
で
い
か
ね

ば
な
ら
ぬ
。厳
し
い
、そ
し
て
不
安
な
日
々

が
続
く
。
し
か
し
先
に
希
望
の
光
を
見
出

し
、
己
を
見
失
う
こ
と
な
く
ご
縁
に
感
謝

し
、
共
に
歩
み
を
進
め
た
い
。

感感
染染
症症
拡拡
大大
第第
六六
波波
のの
中中
でで

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
世
界
的
な

感
染
拡
大
が
、約
二
年
を
経
過
し
て
現
在
、

日
本
で
は
第
六
波
の
爆
発
的
拡
大
が
現
実

の
も
の
と
な
っ
て
い
る
。こ
の
よ
う
な
中
、

自
身
を
省
み
る
と
、
目
の
前
の
都
合
の
悪

い
こ
と
か
ら
目
を
逸
ら
し
、
時
事
を
自
分

の
都
合
の
良
い
よ
う
に
受
け
取
り
、
そ
の

本
質
を
誤
魔
化
し
て
同
じ
よ
う
な
こ
と
を

繰
り
返
し
て
い
る
こ
と
に
気
が
付
く
。

第
六
波
が
始
ま
る
前
、
感
染
者
の
沈
静

化
が
見
ら
れ
た
昨
年
師
走
、
新
幹
線
に
乗

っ
て
上
京
す
る
こ
と
が
あ
っ
た
が
、
そ
の

車
内
は
ほ
ぼ
満
席
で
あ
っ
た
。
感
染
が
拡

大
し
て
い
た
頃
は
乗
客
も
少
な
く
、
隣
を

空
け
て
座
れ
た
と
聞
い
た
。
今
回
は
他
で

も
な
い
自
分
も
車
内
を
密
に
す
る
一
因
な

の
に
、「
今
な
ら
大
丈
夫
だ
ろ
う
」
と
い

う
楽
観
的
な
気
持
ち
で
自
分
自
身
を
棚
に

上
げ
、
ま
た
、
ど
う
し
て
も
乗
ら
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
人
も
多
い
は
ず
な
の
に
「
随

分
み
ん
な
気
持
ち
が
緩
ん
で
き
た
な
ぁ
」

と
、
自
分
勝
手
に
人
を
批
判
し
て
い
る
自

身
に
思
わ
ず
驚
き
、
あ
き
れ
な
が
ら
も
密

を
心
配
し
列
車
を
利
用
し
た
。

さ
て
、
お
山
で
は
立
春
を
迎
え
る
に
あ

た
り
、
二
月
三
日
に
一
年
の
除
災
招
福
を

祈
る
、
節
分
会
日
数
心
経
読
誦
の
法
要
が

根
本
中
堂
で
勤
め
ら
れ
た
。
こ
れ
は
、
一

日
一
日
の
人
々
の
安
心
と
世
の
平
安
を
祈

り
、
三
百
六
十
五
巻
の
『
般
若
心
経
』
を
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比
叡
山
延
暦
寺
が
四
天
王
寺
で
法
要
厳
修

上
宮
太
子
講
式
奉
修
で
報
恩
の
誠
捧
げ
る

日
本
仏
法
最
初
の
官
寺
と
し
て
聖
徳
太
子
（
５
７
４
〜
６
２
２
）
に
よ
り
創
建
さ
れ
た
、
和
宗
総
本
山

四
天
王
寺（
大
阪
市
天
王
寺
区
・
加
藤
公
俊
管
長
）で
は
、
昨
年
１０
月
１８
日
か
ら
本
年
４
月
２２
日
に
か
け
、

「
聖
徳
太
子
千
四
百
年
御
聖
忌
慶
讃
大
法
会
」
が
執
り
行
わ
れ
て
い
る
。
本
号
で
は
、
大
法
会
期
間
中
に

執
り
行
わ
れ
て
い
る
各
宗
本
山
に
よ
る
慶
讃
法
要
の
う
ち
、
去
る
１１
月
２５
日
に
天
台
宗
総
本
山
比
叡
山
延

暦
寺
が
厳
修
し
た
、「
上
宮
太
子
講
式
」
の
詳
細
を
報
告
す
る
と
共
に
、
日
本
仏
教
の
祖
と
称
さ
れ
る
聖

徳
太
子
の
仏
法
興
隆
を
始
め
と
し
た
偉
大
な
ご
功
績
を
紹
介
す
る

聖徳太子勝鬘経講讃像
太子３５歳の頃の御影
写真提供四天王寺

聖
徳
太
子
と
は

「
和
」と「
仏
」で
国
家
を
治
め
る

う
ま
や
ど

聖
徳
太
子
は
、
名
を
厩
戸

と
よ

と

み
み

皇
子
、
豊
耳
聰
聖
徳
、
上
宮

た
ち
ば
な
の
と
よ
ひ

等
と
も
呼
ば
れ
、
橘
豊
日
皇

子
（
の
ち
の
用
明
天
皇
）
の

第
二
子
と
し
て
敏
達
天
皇
３

年
（
５
７
４
年
）
御
生
誕
。

生
ま
れ
て
す
ぐ
に
も
の
を
言

い
、
聖
の
智
慧
が
あ
っ
た
と

伝
わ
る
。
長
じ
て
は
推
古
天

皇
の
摂
政
と
し
て
、
冠
位
十

二
階
や
十
七
条
憲
法
の
制
定

を
始
め
、
遣
隋
使
の
派
遣
な

ど
政
治
手
腕
を
発
揮
、ま
た
、

『
三
経
義
疏
』（『
法
華
義
疏
』

・
『
勝
鬘
経
義
疏
』
・
『
維

摩
経
義
疏
』）
の
撰
述
及
び

四
天
王
寺
、
法
隆
寺
を
創
建

す
る
な
ど
仏
教
興
隆
に
尽
力

さ
れ
、「
和
」
の
精
神
と
仏

の
力
で
国
家
を
治
め
た
。

「
救
世
菩
薩
の
化
身
」

摂
政
と
し
て
の
偉
大
な
る
事
跡

仏
教
の
公
伝
は
５
３
８

年
、
百
済
か
ら
日
本
に
伝
え
ら
れ
た
と
さ
れ
る
が
、
飛
躍

的
な
発
展
を
と
げ
る
に
は
聖

徳
太
子
の
ご
功
績
が
大
き

い
。
用
明
天
皇
の
第
二
子
と

し
て
生
ま
れ
た
太
子
は
父
の

感
化
を
受
け
幼
少
よ
り
宗
教

心
に
篤
く
、
伝
説
に
よ
る
と

２
歳
の
２
月
１５
日
、
お
釈
迦

さ
ま
の
ご
命
日
に
東
の
方
を

向
き
合
掌
し
「
南
無
仏
」
と

唱
え
た
と
い
う
。

用
明
天
皇
２
年
（
５
８

７
）、
天
皇
の
崩
御
を
受
け
、

我
が
国
古
来
の
宗
教
以
外
に

外
来
の
宗
教
で
あ
っ
た
仏
教

を
受
容
す
る
か
に
つ
い
て
蘇

我
氏
と
物
部
氏
の
間
で
抗
争

（
丁
未
の
乱
）
が
勃
発
。
崇

仏
派
の
蘇
我
氏
が
勝
利
し
勢

力
を
得
た
こ
と
で
、
推
古
２

年
（
５
９
４
）、
仏
教
を
興

隆
せ
よ
と
の
詔
が
出
さ
れ
、

こ
の
時
、
摂
政
の
地
位
に
あ

っ
た
太
子
は
高
句
麗
の
学
僧

慧
慈
や
百
済
の
学
僧
慧
聰
を

迎
え
て
本
格
的
に
仏
教
を
学

ば
れ
た
。

太
子
の
学
問
は
仏
教
の
み

な
ら
ず
儒
教
や
道
家
・
法
家

の
思
想
、
天
文
・
暦
法
等
広

範
に
わ
た
り
、
摂
政
と
し
て

政
治
を
司
っ
た
２９
年
間
に
以

下
に
挙
げ
る
事
跡
を
遺
さ
れ

た
と
さ
れ
る
。

①

朝
鮮
三
国
と
の
交
流
を

深
め
、
大
陸
の
文
化
摂
取

の
た
め
推
古
１５
年
（
６
０

７
）
以
来
、
遣
隋
使
を
４

回
派
遣
し
た
。

②

仏
教
国
の
象
徴
と
し
て

日
本
で
最
初
の
官
寺
で
あ

る
四
天
王
寺
を
創
建
し

た
。

③

推
古
１１
年
（
６
０
３
）

既
存
の
閥
族
政
治
の
旧
弊

矛
盾
を
打
ち
破
る
「
冠
位

十
二
階
」
を
制
定
し
、
我

が
国
に
お
け
る
位
階
制
度

の
先
鞭
を
つ
け
た
。

④

翌
１２
年
（
６
０
４
）
に

は
、
慈
悲
愛
民
の
精
神
と

我
が
国
の
根
本
思
想
と
な

る
「
和
」
の
精
神
の
実
践

を
説
い
た
「
十
七
条
憲

法
」
を
つ
く
り
、
為
政
者

の
守
る
べ
き
道
を
明
示
す

る
と
共
に
、
そ
の
後
の
中

央
集
権
体
制
を
方
向
付
け

た
。

⑤

仏
法
興
隆
に
尽
力
し
、

四
天
王
寺
や
法
隆
寺
を
建

立
。自
ら
仏
典
を
学
び『
法

華
経
』、『
勝
鬘
経
』
の
講

讃
を
行
い
（
６
０
６
）、

ま
た
『
法
華
経
』、『
勝
鬘

経
』、『
維
摩
経
』
の
注
釈

書
を
執
筆
さ
れ
た
（『
三

経
義
疏
』）。

⑥

農
業
を
奨
励
し
、
現
在

の
奈
良
・
大
阪
・
京
都
の

各
地
に
灌
漑
用
の
池
を
作

り
、
ま
た
、
災
害
や
飢
饉

に
備
え
て
貯
蔵
庫
を
設
置

し
た
。

⑦

社
会
福
祉
事
業
と
し

て
、
施
薬
院
（
医
薬
を
つ

聖徳太子孝養像
父用明天皇御病床の傍らにて看病する太
子 写真提供四天王寺

厳粛な空気のなか聖徳太子へ報恩の誠を捧げる法要が始まった。

御
聖
忌
慶
讃
大
法
会
法
要
を
勤
め
る

太
子
殿
奥
殿
に
響
く
上
宮
太
子
講
式

曇
り
空
に
時
折
秋
の
陽
射

し
が
差
し
込
む
１１
月
２５
日
、

午
後
２
時
、
金
襴
の
袍
裳
七

条
を
身
に
ま
と
っ
た
延
暦
寺

一
山
住
職
１４
名
は
、
法
要
随

喜
の
た
め
天
台
宗
務
庁
よ
り

参
じ
た
阿
部
昌
宏
宗
務
総

長
、
甘
井
亮
淳
宗
務
庁
参
務

財
務
部
長
と
共
に
、
四
天
王

寺
本
坊
客
殿
か
ら
約
２
０
０

ｍ
を
行
道
し
た
。

一
同
は
、
伝
教
大
師
を
本

尊
に
再
建
さ
れ
た
一
乘
院
に

て
法
楽
を
執
り
行
な
っ
た
あ

と
、
聖
霊
院
太
子
殿
の
奥
殿

へ
と
入
堂
、
円
形
の
殿
内
に

て
整
列
後
、本
尊
で
あ
る「
聖

徳
太
子
四
十
九
歳
摂
政
像
」

を
御
前
に
、
天
台
座
主
御
名

代
叡
南
覺
範
探
題
大
僧
正
大

導
師
の
も
と
、
聖
徳
太
子
に

報
恩
の
誠
を
捧
げ
る
法
要

「
上
宮
太
子
講
式
」
を
執
り

五重塔を背に聖霊院へと入堂する出仕僧侶

太子御本尊に華を捧げる

行
っ
た
。

法
要
で
は
、
一
対
の
「
供

華
」
が
な
さ
れ
た
あ
と
、
出

仕
僧
に
よ
り
「
唄
」
と
「
散

華
」
が
唱
え
ら
れ
、
堂
内
は

荘
厳
な
空
気
に
包
ま
れ
た
。

続
い
て
表
白
に
て
叡
南
探
題

は
太
子
を
讃
嘆
し
、
法
要
の

主
旨
を
述
べ
ら
れ
、
そ
の
後

「
講
式
節
」
に
よ
る
声
明
の

声
が
堂
内
外
へ
と
響
い
た
。

太
子
講
式
は
、
四
つ
の
式

文
で
構
成
さ
れ
、

第
一
に
法
会
の
願
意
を

「
太
子
の
お
か
げ
で
我
々
は

仏
の
教
え
に
遇
う
こ
と
が
で

き
た
こ
と
」、「
そ
の
大
師
へ

の
帰
依
渇
仰
の
想
い
を
表
す

た
め
」
と
し
、
太
子
が
菩
薩

の
化
身
と
し
て
末
代
の
我
等

の
た
め
に
仏
法
を
示
さ
れ
た

こ
と
を
述
べ
る
。

次
の
第
二
で
は
、
太
子
の

ご
生
涯
に
つ
い
て
、
釈
尊
の

御
生
誕
に
似
て
い
る
こ
と
か

ら
始
ま
っ
て
、
五
十
年
間
の

多
く
の
不
思
議
を
讃
嘆
す

る
。第

三
は
、
太
子
滅
後
の
教

化
を
讃
嘆
し
、磯
長
の
聖
廟
、

ま
た
太
子
創
建
の
四
天
王

寺
、
法
隆
寺
は
太
子
の
滅
後

に
あ
っ
て
太
子
の
教
え
に
触

れ
る
こ
と
の
で
き
る
場
所
で

あ
り
、
伝
教
大
師
も
聖
廟
を

詣
で
て
「
万
善
同
帰
の
直
道

を
継
ぐ
」
と
述
べ
ら
れ
て
い

る
。第

四
に
は
、
法
会
奉
修
の

功
徳
を
太
子
聖
霊
に
廻
向

し
、
こ
の
世
の
全
て
の
人
々

の
成
仏
の
縁
と
な
す
こ
と
を

願
い
、
最
後
は
「
法
華
成
仏

偈
」
で
結
ん
で
い
る
。

式
文
は
独
自
の
音
曲
に
よ

っ
て
独
唱
さ
れ
る
と
共
に
、

一
段
ご
と
に
七
言
ま
た
は
五

言
の
四
句
か
ら
な
る
伽
陀
と

礼
拝
文
が
織
り
交
ぜ
ら
れ
、

講
式
の
あ
と
に
は
、
太
子
が

「
如
意
輪
観
音
」
の
化
身
と

さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
如
意
輪

観
音
の
御
真
言
と
太
子
の
宝

号
「
南
無
聖
徳
太
子
救
世
菩

薩
」
が
、
朗
々
と
唱
え
ら
れ

た
。

太
子
に
敬
慕
の
思
い
を
捧
ぐ

法
要
後
、
延
暦
寺
副
執
行

の
小
寺
照
依
教
化
部
長
が
挨

拶
に
立
ち
、「
宗
祖
伝
教
大

師
は
、我
が
国
に『
法
華
経
』

の
教
え
を
弘
め
た
聖
徳
太
子

を
如
来
の
お
使
い
で
あ
る
と

考
え
ら
れ
、
そ
の
お
志
を
継

ぐ
と
い
う
お
気
持
ち
の
も
と

四
天
王
寺
に
ご
参
拝
さ
れ
ま

し
た
。
現
在
も
歴
代
天
台
座

主
は
、
上
任
の
折
に
大
師
の

思
い
を
引
き
継
ぐ
た
め
必
ず

同
寺
を
参
拝
さ
れ
て
お
ら
れ

ま
す
」
と
四
天
王
寺
と
延
暦

寺
の
長
い
関
係
を
語
っ
た
。

同
時
に
比
叡
山
内
椿
堂
に

て
、
太
子
の
御
命
日
と
な
る

毎
年
２
月
２２
日
、
法
華
懺
法

を
以
っ
て
「
太
子
講
」
を
、

ま
た
そ
の
２
カ
月
後
の
４
月

２２
日
に
は
、
大
講
堂
に
お
い

て
、
太
子
の
御
生
涯
と
遺
徳

を
讃
嘆
す
る
「
上
宮
太
子
講

式
」
を
厳
修
し
て
、
今
も
比

叡
山
に
連
綿
と
聖
徳
太
子
へ

の
報
恩
と
信
仰
が
繋
が
れ
て

い
る
と
奉
告
し
た
。

最
後
に
小
寺
師
は
、「
伝

教
大
師
一
千
二
百
年
大
遠
忌

の
年
を
ご
縁
に
、
聖
徳
太
子

様
と
二
百
年
を
隔
て
た
伝
教

大
師
の
敬
慕
の
思
い
を
想
像

し
、
こ
こ
四
天
王
寺
の
聖
地

で
お
勤
め
で
き
ま
し
た
こ
と

は
、
あ
ら
た
め
て
有
り
難

い
」
と
感
謝
の
言
葉
を
述
べ

た
。

法要が奉修された聖霊院太子殿奥殿

四
天
王
寺
全
景

写
真
提
供
四
天
王
寺

聖
徳
太
子
千
四
百
年
御

聖
忌
法
要
で
は
、
森
川
宏

映
天
台
座
主
猊
下
の
通
夜

の
日
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

天
台
座
主
御
名
代
叡
南
覺

範
探
題
大
僧
正
大
導
師
の

も
と
、延
暦
寺
一
山
諸
大
徳

の
ご
出
仕
に
よ
り
、御
親
修

を
賜
れ
ま
し
た
こ
と
心
よ

り
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

四
天
王
寺
で
は
延
暦
寺

さ
ま
の
ご
支
援
を
賜
り
、

今
般
御
聖
忌
事
業
の
一
環

と
い
た
し
ま
し
て
、
戦
前

ま
で
四
天
王
寺
に
奉
安
さ

れ
て
お
り
ま
し
た
伝
教
大

師
尊
像
を
復
興
し
、ま
た
、

聖
霊
院
太
子
殿
に
お
祀
り

さ
れ
て
お
り
ま
す
聖
徳
太

子
尊
像
を
仰
ぎ
見
る
位
置

に
「
一
乗

院
」
を
再
建

し
て
、
御
尊

像
を
奉
祀
す

る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

伝
教
大
師

は
天
台
大
師

の
師
で
あ
る

「
慧
思
禅

師
」
の
生
ま

れ
変
わ
り
と

さ
れ
た
聖
徳

太
子
を
崇
拝

さ
れ
て
い
た
と
云
わ
れ
、

四
天
王
寺
に
て
「
太
子
が

帰
依
さ
れ
た
『
法
華
経
』

を
弘
め
、
太
子
の
教
え
を

永
遠
の
も
の
と
し
た
い
」

と
決
意
表
明
さ
れ
ま
し

た
。

今
御
聖
忌
を
機
に
、
次

の
１
０
０
年
に
向
け
、
あ

ら
た
め
て
太
子
の
お
気
持

ち
を
弘
め
る
決
意
を
い
た

し
ま
す
。

（
本
年
１
月
８
日
、
年
頭

式
で
の
ご
挨
拶
か
ら
）

一
乗
院
の
御
前
で
法
楽
を
営
み
、
大
師

の
御
心
を
追
慕
す
る
延
暦
寺
出
仕
僧

挨拶する加藤管長
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く
り
頒
布
）、
療
病
院（
病

院
）、
悲
田
院（
養
老
院
）

を
創
設
し
、
信
仰
の
中
心

と
し
て
敬
田
院
（
四
天
王

寺
）
を
建
立
し
た
（
四
箇

院
制
度
）。

摂
政
を
務
め
た
２９
年
間
に

こ
れ
ら
多
く
の
業
績
を
遺
さ

れ
、
仏
教
信
仰
に
裏
づ
け
ら

れ
た
飛
鳥
文
化
を
花
開
か
せ

た
。
推
古
３０
年
（
６
２
２
）

に
薨
去
さ
れ
た
際
に
は
、

人
々
は
嘆
き
悲
し
ん
だ
。
そ

の
後
「
太
子
こ
そ
は
救
世
菩

薩
の
化
身
で
あ
る
」
と
し
た

太
子
信
仰
が
起
こ
り
、
現
在

も
そ
の
信
仰
は
絶
え
る
こ
と

が
な
い
。

我
が
国
初
の
官
寺
四
天
王
寺

「
和
」
の
精
神
の
実
現
目
指
す

四
天
王
寺
は
、
物
部
守
屋

と
蘇
我
馬
子
の
合
戦
の
折

り
、
崇
仏
派
の
蘇
我
氏
に
つ

い
た
聖
徳
太
子
が
形
勢
の
不

利
を
打
開
す
る
た
め
自
ら
四

天
王
像
を
彫
ら
れ
、「
も
し
、

こ
の
戦
い
に
勝
利
し
た
ら
、

四
天
王
を
安
置
す
る
寺
院
を

建
立
し
こ
の
世
の
全
て
の

人
々
を
救
済
す
る
」
と
誓
願

さ
れ
て
戦
い
に
勝
利
し
、
そ

の
誓
い
を
果
す
た
め
、
推
古

天
皇
元
年
（
５
９
３
）
に
建

立
さ
れ
た
我
が
国
初
の
官
寺

で
あ
る
。

伽
藍
配
置
は
「
四
天
王
寺

式
伽
藍
配
置
」
と
呼
ば
れ
、

南
か
ら
北
へ
向
か
っ
て
中

門
、
五
重
塔
、
金
堂
、
講
堂

を
一
直
線
に
並
べ
、
そ
れ
を

回
廊
が
囲
む
形
式
で
、
日
本

で
は
最
も
古
い
建
築
様
式
の

一
つ
と
言
わ
れ
る
。

四
天
王
寺
は
長
ら
く
天
台

宗
に
属
し
、
歴
代
管
長
に
は

天
台
座
主
を
始
め
天
台
宗
門

跡
門
主
等
が
名
を
連
ね
た

が
、
昭
和
２４
年
（
１
９
４

９
）、
太
子
の
「
和
」
の
精

神
実
現
を
目
指
し
「
和
宗
」

の
名
称
で
天
台
宗
か
ら
独

立
、
仏
法
興
隆
と
太
子
精
神

の
高
揚
を
本
願
と
す
る
寺
と

し
て
、
創
建
以
来
現
在
も
篤

い
太
子
信
仰
に
支
え
ら
れ
て

い
る
。

太
子
の
お
気
持
ち
を
弘
め
た
い

和
宗
総
本
山
四
天
王
寺

第
百
十
三
世
管
長

加
藤
公
俊




